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まちの話題や出来事を紹介しますおしゃべりしながら食事会
　地区内の高齢者を招いた「え～ひだ逢

あ い あ い

♡愛お食事
会」が6月 18日、東比田交流センターで開催されま
した。ご近所にお茶を飲みに行く機会が減り、自宅
にこもりがちな高齢者に月に１回集まっていただ
き、食事やおしゃべりをしながら楽しいひと時を過
ごしてもらおうと地元住民らが毎月開催。自力で来
ることができない人には送迎も行っています。
　この日は 23人が参加。ボランティアスタッフが
手作りしたグリーンピースご飯や地元産山菜の煮し
めなどをおいしそうに食べていました。また、食事
前後には同センターに設けられたミニ店舗で生活必
需品や食料品などの買い物を楽しみました。

◀歩幅による運動機能を測定する参加者。

　6月 14日、山佐交流センターで島根県立大学看
護栄養学部看護学科の教員と学生が、地域の高齢者
を対象にした身体機能の測定を行いました。同学科
は、中山間地域に出かけ介護教室に出かけられない
人などのために出張測定を行っており、その一環で
開催したものです。
　測定会には 24人の高齢者が参加。学生に骨密度
や歩行速度などを計測してもらっていました。測定
後は、専用のソフトウェアで結果を反映した個別の
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マイ運動プログラム
運動プログラムを処方。その内容をもとに教員の解
説や指導を受けていました。
　今後は、自宅で３カ月間、運動プログラムを実践
してもらい再度同じ測定を行います。
　参加した山根陽子さんは「自分の体の様子が分か
りました。簡単な 2種類の運動を指導してもらい
ましたので、明日から続けたいと思います。9月の
結果が楽しみです」と話していました。
　この測定は、奥田原交流センターでも行われ 26
人が参加。９月に再測定が予定されています。

このマークの記事は、関連写
真を「市公式フェイスブック
（FB）」で公開しています。

島田こども園でのドジョウのつかみ取り。ド

ジョウが放されると子どもたちはプールに入

るのが待ち遠しい様子で歓声をあげていまし

た。（7月 3日）

今月の一枚

たうん
とぴっくす
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　安全な消費生活を守ろうと「第 11回より良い消
費生活のための集い」が６月 23日に安来節演芸館
で行われました。
　集会では、安来市消費者団体連絡会の会員で結成
される「おしゃべり劇団」が振り込め詐欺を題材と
した寸劇を披露。劇でのやりとりは安来弁が使われ、
楽しみながら詐欺の手口を学べる内容となっていま
した。また、消費者問題に詳しい柴山慶太弁護士に
よる講演も行われ、詐欺に遭うと犯人が捕まっても
お金が返ってくる可能性は低いことを説明。特殊詐
欺被害防止の大切さを訴えました。

特殊詐欺被害防止のために

ＩＴを楽しく学ぼう
▲完成した作品を見て楽しむ様子。

　ＩＴの技術を学び、その楽しさを知ってもらおう
と６月２９日、「第 2回情報科学高校で遊ぼう学ぼ
う講座」が同校で開催されました。
　この日は、プログラミング講座とタイピング講座
が行われ、このうち、小学生を対象にしたプログラ
ミング講座では簡単なプログラミングを使い、アニ
メーションを制作。参加した子どもたちはタブレッ
トを使ってキャラクターを動かしたり、せりふをつ
けたりして自分なりの物語を作りました。
　川口哲平くんは「自分の考えたとおりにキャラク
ターを動かせて楽しかった」と話していました。
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　やすぎどじょうセンターがふ化させたドジョウ
の稚魚を6月 5日・6日に市内の養殖農家へ引き渡
しました。今年、引き渡された稚魚は約 307万匹。
養殖農家は引き取った後、自分の養殖池などに放し
て約3カ月間、育成して出荷します。やすぎどじょ
う生産組合は、今年度の目標生産量を4.5 トンとし、
前年度より多い生産を目指しています。
　同組合の渡邉健次組合長は「今年もこれだけの稚
魚を放養できることは、技術が安定してきている証
拠。この調子で出荷量も伸ばしていきたい」と話し
ていました。

おいしく育てやすぎどじょう

カフェからはじまる交流

▲ドジョウの稚魚を袋に移す組合員。

　地域の皆さんが交流できる場をつくろうと 6月
18日、認定こども園赤屋で「ろここカフェ」が開
かれました。さまざまな業種や高齢者など、お茶を
飲みながら気軽におしゃべりをしてもらうことを目
的としています。
　一回目となったこの日は、園の遊戯室をカフェに
見立て、園児たちが接客。手づくりのケーキや飲み
物を訪れた人に提供していました。交流センターの
増田由美子主事は「このような場を設けることに
よって住民の横の連携を深め、新しい動きがでるこ
とを期待しています」と話していました。


